
3D-EOSの
便利機能＆その他機能



1. 全画面上で使える機能（ マーク）（ ）について

2. 見積済み一覧・見積済み明細での機能（見積明細表）について

3. 購入済み一覧・購入済み明細での機能（購入明細表）について



全画面上での便利機能

全画面からアクセスできるのはこの2つのボタン！

操作マニュアルや3D-EOSをご利用頂く上での注意事項などを掲載してます。
動画で操作方法の紹介もしてます。

「基礎形状」・「製品分類」・「型番（Type）」の3つの分類から検索をして
仕様書を参照することが出来ます。



マークの機能

操作マニュアルや利用上の注意事項の参照、動画マニュアルを視聴可能です。
※随時アップ―ロードしていきます。



マークの機能

をクリックすると下記の画面が出てきます。

基本的には、解析されて出てきた型番が
どんな製品を示しているのか知りたい場合に使用します。

Typeの項目に型番を入力して、
「Typeから参照」ボタンを押下してください。

型番の製品を示す「仕様書」（右に実物 ）が
ダウンロードされますので、ご参照ください。



★こんなところからも製品仕様書がみれます。

解析後の結果が表示される、見積条件変更画面において
表の下にあるスクロールバーのスライダーを右に動かすと、「製品仕様参照」のボタンが
あります。
これを押下するとことで、明細ごとの型番が示す仕様書が確認できます。

※（モデル解析後）（型番直接入力）（CSV取込）でも同様

右に動かして！



「見積済み一覧」、「購入済み一覧」での便利機能

見積依頼をした後～発注～納品までの間で使用するボタンです。
それぞれにある便利機能を見てみましょう！



「見積済み一覧」の便利機能①

依頼をしたユーザーが誰か表示されます。

案件番号をクリックすれば
「見積済み明細」へと画面が変わります。



「見積済み一覧」の便利機能②～見積済み明細～

見積書は何度でもダウンロード可能。
※注意※ただし、発注後は案件が購入済み一覧に移行するので、
出せなくなります。

見積データをお客様側で転用できるように、
見積依頼内容をCSV形式でダウンロードが
可能です。



「見積済み一覧」の便利機能②～見積明細表～

⇦ダウンロードしたCSVファイルには、以下の25項目に対して情報を出力可能になっています。

●ブランク化：解析された先端加工ピンをブランク化（全長決めまでの状態）したかを○で表記してます。
●取り代 ：取り代の設定をしたピンに対して、いくつプラスしたか表記されます。
●LF寸調整 ：LF寸を延長設定したピンに対して、いくつプラスしたか表記されます。
●備考 ：タカシノ側で御見積書に記載した備考内容が表記されます。



「購入済み一覧」の便利機能①

依頼をしたユーザーが誰か表示されます。

案件番号をクリックすれば
「購入済み明細」へと画面が変わります。

注文日



「購入済み一覧」の便利機能②～購入済み明細～

キャンセル期間内であれば使用可能。
状態が「加工中」になると使用できません。
※詳しくはマニュアル参照

同じ内容で、複数型分手配したい時は、
こちらを使ってください。
※詳しくはマニュアル参照

発注データをお客様側で転用できるように、
見積依頼内容をCSV形式で出力が可能です。
※出力項目は見積時と同じになります。


